
八十二銀行のアグリ分野への
取組みについて

平成27年11月13日



１．取組スタンス

 産業の垂直統合により、１次２次３次産業者

全てがアグリ分野の推進対象となり得る。

 新たなビジネスモデル（仕組・技術）の構築には

外部機関との連携が不可欠である。

 成功事例の水平展開により、今後長野県を代

表する産業や事業者を数多く輩出していく。

「農業」を「食産業」と捉える
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 商流・金流把握によるニーズ発掘と経営課題の共有

 川上・川中・川下へのポジションチェンジ
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＜イメージ図＞
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２．体制

 人材

・平成18年に法人部に農業専担者を設置。

・長野県農政部に行員1名派遣（平成26/27年度）。

・農業経営アドバイザー試験合格者9名。

 融資商品

・農林漁業者専用ローン経営上手＜めぐみ＞。

・農業近代化資金（県制度資金）。

・農業信用基金協会（長野・群馬・新潟）。

・日本政策金融公庫 農林水産事業。

22年3月末 23年3月末 24年3月末 25年3月末 26年3月末 2７年3月末

13,527 14,560 13,301 13,198 16,135 16,333

〇農林業分野融資残高推移（公表ベース） 単位：百万円
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 コンサルティング

・6次産業化事業計画認定支援

・農商工連携事業計画認定支援

・異業種参入支援

・法人化支援

・農地情報提供(農地中間管理機構等の活用）

・販路拡大支援（新商品開発、商談会、ビジネスマッチング）

・その他各種セミナー開催（啓蒙活動）

・6次産業化ファンド「信州アグリイノベーションファンド」

 提携先

・株式会社ただいま

・野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社

・株式会社ナチュラルアート

・ミュージックセキュリティーズ株式会社

4



「実践 売れる商品開発セミナー」
主催：一般社団法人 愛される商品開発会議

共催：八十二銀行・日本政策金融公庫 長野支店 農林水産事業

３．取組事例
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 スクールの開催

・３回連続で開催。

・「農業経営力強化」と

「営業販売力強化」の

２コースを設定。
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 農業ビジネス

企画会議

・コンサルティング会社と

提携による当行オリジナル

のパッケージメニュー
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 ９行連携

・北海道銀行

・七十七銀行

・八十二銀行

・千葉銀行

・静岡銀行

・京都銀行

・伊予銀行

・広島銀行

・福岡銀行
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 食品関連事業者ヒアリングシートの活用
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信州ブランド「信州サーモン」の新商品開発支援

＜信州サーモンの概要＞

・ニジマス×ブラウントラウトの長野県オリジナル品種。

・繁殖能力を持たず、稚魚は限られた養殖業者のみに譲渡される。

＜支援内容＞

・６次産業化認定取得支援（補助金）。

・加工所の物件斡旋。

・公設試に「商品開発」と「ブランディング」を依頼。

・商談会、販路拡大のビジネスマッチングを継続中。

（26年度フードセレクション参加）
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・事業コンセプトの決定
・外部機関コーディネート
・資金調達手法の提案
・事業計画策定支援
・販路拡大機会の提供

出典：長野県ＨＰ
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